
  

日 時：平成２２年１１月１５日(月) １４:００～１６:００ 
（受付１３:３０～） 

場 所：新潟大学 五十嵐キャンパス 
    ベンチャービジネスラボラトリー １階 大会議室 

（新潟県新潟市西区五十嵐２の町８０５０） 

講 師：（社）発明協会 参与・知的財産研究センター長 

    元 特許庁特許審査第３部首席審査長 

    元 （独）工業所有権情報・研修館 人材開発統括監 

    扇谷 高男 氏 

定 員：１００名 

対 象：大学教職員・学生（新潟大学以外も可）、公的機関研究者、 

企業研究者・開発者、高専教職員・学生、知的財産支援機関担当者等 

お申込方法：裏面の参加申込書にご記入の上、ＦＡＸまたはＥメールにてお申込く

ださい。 

今、大学の第三の使命として、「社会貢献」が強く求められています。特に単なる改善改良では

なく「イノベーション」が求められているこの時代こそ、大学の出番だと言えるのではないでし

ょうか。優れた研究成果や知識が、産業界にそして社会に適切に供給され、有効に活用されるた

めには、活用しやすい形で提供されなければなりません。この活用しやすい形が「発明」であり、

「知的財産」なのです。そこで、本セミナーでは、（社）発明協会知的財産研究センター長の扇谷

高男氏を講師にお迎えし、研究成果が「発明」となり、「イノベーション」を生み出していくため

に、知的財産を創造すべき大学の研究者として心がけておくべき基本的事項について、事例を挙

げながら具体的に説明していただきます。  
是非、この機会に多数ご参加下さいますよう、ご案内申し上げます。 

主催：広域関東圏知的財産戦略本部（関東経済産業局）、特許庁 
共催：新潟県・新潟大学 
実施機関・お問合せ先：財団法人 経済産業調査会 業務部 

TEL：03-3535-4881 FAX：03-3535-4887 ホームページ：http://www.chosakai.or.jp/ 

大学等研究者対象セミナー開催のご案内 

参加無料 



個人情報保護法により、ご記入いただいた情報については、主催者において本セミナー実施、今後のセミナー等のご案内にのみ使用され、

またお客様の了解なく第三者に譲渡、漏洩される事はありません。 

事前申込みによる先着順です。お早めにお申し込みください。 

申込受諾のご連絡はいたしませんので、直接会場へお越しください。（満員の場合にはご連絡いたします。）

 
 
      

 

 

 

 

 

 

       地図 http://www.niigata-u.ac.jp/top/access_ikarashi.html  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※西門へお越しの方は、ＪＲ内野駅の方が近くなります。 

※会場（ベンチャービジネスラボラトリー）は西門を入     

 って 100m先左側です。 

 

 

 

 

 

財団法人 経済産業調査会 業務部 行  

 
１１月１５日（月）新潟大学 五十嵐キャンパス ベンチャービジネスラボラトリー１階 大会議室 開催   

「平成 22年度 大学等研究者対象セミナー」 

研究から発明へ、そしてイノベーションへ ～大学の「知」が我が国の未来を変える～ 

 
 
 

 

 

 

大学名・機関名  

電話番号   ＦＡＸ  

所属部署名 役職名 参加者氏名 

     

 
    

会場案内図 

Ｆ Ａ Ｘ 03-3535-4887 e-mail：univ-semimer@chosakai.or.jp  

お願い事項 

参 加 申 込 書 
 

  

開 催 内 容 

 
（１）なぜ今知的財産なのか               （３）特許情報の戦略的活用 
①イノベーション競争時代の到来             ①「特許情報」の本質  
②「イノベーション」の本質               ②特許情報でできること 
③今こそ、大学の「知」が求められている         ③目的に応じた特許情報の活用方法 

（２）研究成果を発明にする                 ④特許情報検索のコツ（ＩＰＤＬの活用方法） 
①「発明」の本質とは                  ⑤パテントマップ 
②研究成果と「発明」の違い             （４）共創の勧め 
③単なる研究成果では、大学の使命は果たせない      ①自分と異なるものとの出会いがイノベーションを生み出す 
④研究成果を発明にするための思考方法          ②異分野研究者との交流の勧め 
⑤発明は先行技術によって変わる             ③産学連携の勧め 

 


